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レジナノレド・カーニー著 W20 世紀の日本人一アメリカ黒人の日本人観~ (五月書房、 1998)
やマーク・ガリキオ著TheAfrican American Encounter withゐrpanandゐrpan:Black 
Intθ'l"nationah・旨rminAsia， 1895・1945(U凶versityof North Carolina Press， 2000)など最近
の研究の流れに樟さすものである。さらに同論文は、従来のデュボイス研究がデ、ユボ、イス
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と合衆国内の人種問題や社会問題など合衆国内の諸問題に集中して行われてきたのに対し
て、デ‘ュボイスの言説を国際問題にまで広げ、特に日本、中国、 ドイツに関する彼の言説を
分析することによって、これまでの黒人指導者デュボイスの像に新たなー側面を加え、デ
ュボイスの全体像を構築する上でささやかではあるが貢献しているといえよう。
とはいえ本論文に問題がないわけではない。
その一つは資料の吟味と検証の問題である。歴史研究には一次資料および二次資料の内
容の信濃性に関する検証が必須であることはいうまでもない。しかしながら、マクリアリ
氏には一次および二次資料に対してあまり分析のメスを加えることなく、時おりデ‘ュボイ
スの言説をそのまま額面どおりに紹介する傾向が見受けられる。また同氏には必ずしも十
分な資料による裏づけなしに主張を展開する傾向も時おり受けられる。歴史研究において、
これらの点は基本的かっ重要な問題であり、氏にとって今後歴史研究を進めていく上で十
分な注意を要する問題である。
次に資料の問題である。既述のとおり、本論文は英語で書かれている。日本語・日本文
化特別コースの規定によると、英語を用いて博士論文を書くことが認められている。その
点でマクリアリ氏が博士論文を英語で書くことに関して何ら問題はない。また氏を特別コ
ースに受け入れる段階での氏の日本語運用能力からして、氏が英語で論文を作成するであ
ろうことは当初から予想されていた。したがってこの点においても同博士論文には問題は
ない。そうではあるが、本論文では日本語の第一次資料および日本人による第二次資料が
ほとんど用いられていない事実は本論文のテーマからして極めて残念であり、同博士論文
の価値を低減させるものといわざるをえない。氏が今後日本語運用能力を十分に身につけ、
歴史研究のさらなる研績と発展が望まれる。
博士論文審査委員会は、本論文の問題点を勘案した上で、本博士論文が近年、注目され
る人種と対外関係というテーマに切り込んだ意欲的な研究であることから、博士学位に値
すると判断した。
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